
広報みなみふらの 2009.8 66

町
物
産
セ
ン
タ
ー
横
で　

月
の
完
成
に

12

向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い
る
馬
鈴
薯
加
工

施
設
（
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
工
場
）
に
つ
い

て
、
7
月
7
日
、
ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合

と
株
式
会
社
湖
池
屋
に
よ
る
記
者
会
見
が

札
幌
市
で
行
わ
れ
、
工
場
の
名
称
と　

月
12

に
本
格
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
記
者
会
見
に
は
池
部
町

長
も
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

工
場
は
、
5
月
に
着
工
し
て
お
り
、
総

事
業
費
は
約　

億
円
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

40

の
生
産
量
は
、
年
間
約
3
千
ト
ン
で
、
原

料
と
な
る
馬
鈴
薯
を
約
1
万
ト
ン
使
用
し

て
製
造
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
料
の
馬
鈴
薯
は
、
ふ
ら
の
農
協
が
全

量
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の

安
定
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
新
た
に　

人
60

程
度
の
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ

る
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

工
場
に
は
愛
称
が
付
け
ら
れ
、
ア
イ
ヌ

語
で
「
本
当
の
」
の
意
味
の
『
シ
』
と
、

「
風
」
の
意
味
の
『
レ
ラ
』
の
造
語
で

『
シ
レ
ラ
富
良
野
』
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
工
場　

愛
称
は「
シ
レ
ラ
富
良
野
」　
　

記者発表後に並ぶ（右から）田子忠湖池屋社長、ＣＭに出演中
の中嶋朋子さん、池部町長、村山友希ふらの農協組合長

12月の完成に向けて工事が進められている工場建設現場

先
の
大
戦
か
ら　

年
目
を
迎
え
、
戦
没

64

者
一
〇
三
柱
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
戦
没
者
追

悼
式
」
が
7
月
9
日
、
来
賓
や
遺
族
の

方
　々

名
が
参
列
す
る
中
、
忠
魂
碑
前
で

75

お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前　

時
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
と
も
に

10

参
列
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
東

雅
雪
会
長
が
「　

年
前
の
悲
惨
な
状
況
を

64

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
二
度
と
悲
し
み
の
歴

史
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
か
ら
の
追
悼
の
言

葉
に
続
い
て
、
参
列
者
が
一
人
ず
つ
白
菊

を
供
え
、
尊
い
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

な
お
、
追
悼
式
の
挙
行
に
あ
た
り
次
の

方
々
か
ら
ご
厚
志
や
供
物
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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一
〇
三
柱
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英
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冥

英
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冥
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祈

福
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祈
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南
富
良
野
町
戦
没
者
追
悼
式　

献花を供える参列者の皆さん

式辞を述べる町社会福祉協議会東会長

　

ま
ち
の
話
題
・

出
来
事　

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

長
寿
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ　

　

ま
ち
の
話
題
・

出
来
事　

　

教
育
委
員
会
通
信
　

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す　

　

ま
ち
の
話
題
・

出
来
事　
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集
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池部町長より叙勲を受けられる後藤敏江さん（中央）

元
南
富
良
野
町
助
役
の
後
藤
重
厳
さ
ん
（　

歳
）
が
、
地
方
自
治
の
育
成

82

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
昭
和　

年
4
月
南
富
良
野
村
役
場
に
奉
職
し
て
以
来　

年

16

31

間
、
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
産
業
課
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
6
月
に
南
富
良
野
町
助
役

47

に
選
任
さ
れ
、
4
期　

年
の
永
き
に
わ
た
り
町
長
を
補
佐
し
、
そ
の
間
、
本

16

町
が
6
つ
の
集
落
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
、
昭
和　

年
に
巡
回
窓
口
車
「
や
ま
び
こ
号
」

48

の
運
行
を
実
現
し
た
ほ
か
、
町
内
各
地
域
を
結
ぶ
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て
、

住
民
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和　

年
に
町
営
に
よ
る
町

61

内
循
環
バ
ス
の
運
行
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
藤
さ
ん
は
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
維
持
を

め
ざ
し
、
行
政
の
広
域
化
に
先
駆
け
近

隣
3
市
町
村
と
の
富
良
野
地
区
消
防
組

合
を
昭
和　

年
4
月
に
設
立
し
、
消
防

49

施
設
の
整
備
と
消
防
機
動
力
の
充
実
に

寄
与
さ
れ
る
な
ど
、
英
邁
な
識
見
と
優

れ
た
手
腕
を
も
っ
て
町
政
の
各
般
に
わ

た
り
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
栄
誉
は
、
こ
う
し
た
永
年

に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

去
る
7
月
3
日
に
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
、

病
気
療
養
中
の
後
藤
さ
ん
に
代
わ
り
、

妻
の
敏
江
さ
ん
が
池
部
町
長
よ
り
叙
勲

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
章
に
対
し
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
双双双双双双双双双双
光光光光光光光光光光
章章章章章章章章章章
をををををををををを
受受受受受受受受受受

瑞
宝
双
光
章
を
受
章章章章章章章章章章章

後
藤 　

重
厳 
さ
ん（
幾
寅
）

南富良野町の皆様へ
　こんにちは、ブレットです。今年で私が南富良野町にきてから5年になります。そして、8
月13日に南富良野町を離れることになりました。このあとは、東京に行く予定です。
　南富良野町での体験を振り返ってみれば、思い出すのは人の笑顔や優しさばかりです。一
緒に英語の勉強をした日の放課後、それぞれの小学校の児童の皆さんと遊んだり、面白い話
をしたりするのはとても楽しかったです。それから、住民の方と一緒に英会話教室で、英会
話を通して、お互いの考えや思い出や文化を交換したりできたことは、一生忘れられない宝
のような経験でした。南富良野町の皆さんのおかげで、素晴らしい時間を過ごすことができ
ました。地域のビールパーティーや小学校の学芸会、運動会で南富良野町の皆さんと触れ合
うたびに、皆さんの優しさと思いやりに感動していました。ここに来ることができて、本当
にうれしく思っています。南富良野町の皆さん、5年間、大変お世話になりました。どうも
ありがとうございました。皆さんお元気で。　　　　　　　　　　　　　　ブレット・ライト

ブレットさん
5年間ありがとう

See you agaiSee you againn

町外国語指導助手のブレットさんが
南富良野町を離れます

　

ま
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発
信
＠
み
な
く
る
 
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

　

南
富
良
野
短
歌
会

　

学
校
だ
よ
り
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